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災書への備えi3つの F矢謝る」
【資料⑦】一人T人が取り組む防災について
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※積極的な情報取得が重要

防災意識町碁J 防災意識「高J 高 齢 者 のイメージ

「避難所開‐設訓1練」
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■■人一人が取 り組む防災 Xま ずはt「自身と家族」の命を守るために

①家の中‐の安1全対策|‐僚真め1義ぎた,差軒1).
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②l災1書についてく―1身の守サ方を知うておく
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避難が遅れた場合は「家屋油で遷難するJこ ともあります。家屋内で安全な場所
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③安1否確1認あ方‐法―を家族ゃ地区で決めておく
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を確認しておくことも重要です。 ※
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洪水時:三階以上へ避難 随垂i童避1難目



■T人一人が取 り組む防災 ※まずは、「自身と家族」の命を守るために

④ライアラインの停止ゃ避難に備えておく
大災害が発1生 した.と きには、電気やガス、水道などのライフラインが上まつてし

まう可能性があります。3日間 (72時間)は生活できるよう、普段から飲料水や
非常食を備蓄しておくことが大切です。

轟非常用持出品 機庭であ備録 の例
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「知つてる」「忘れた」と F知らなし―ヽ」1違し):

災害の「自分ご:と 化J、 命を守る「災書・防災情報」


